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要旨

南硫黄島か ら2017年 に採集 されたきのこ類についてリス ト化するともに子実体写真で紹

介する。合計12標 本(2門2綱4目9科ll属ll種)が 採集 され、全て腐生菌もしくは木

材腐朽菌であった。多くは南硫黄島に自然分布する種であると思われる。
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1.は じめに

小笠原諸島、特に父島と母島においては様々な菌類研究者により調査が進められてお り、

不完全なが らもチェックリス トが存在する(SatoetaL,2010;保 坂、2018)。 しか し火山列島の

南硫黄島においては、生物調査隊が入ること自体が稀であり、菌類に関しては植物病原菌で

い くつか報告がある他は、非常に限られた情報 しかない。きのこ類については、文献で確認

できる限りにおいて、木材腐朽菌の2種(ワ ニスタケ、ウチワタケ)の みが記録 されている

に過ぎない。今回の調査は土壌およびきのこ類の子実体発生を集中的に調べた、南硫黄島に

おいて初の本格的なきのこ類調査である。

2.材 料 と方法

2017年6月 中旬から下旬にかけて、南硫黄島できのこおよび土壌サンプルを採集 した。土

壌については1か 所につき約50mlの 土壌を、リター層直下の深さ約5cm程 度からビニール

袋に採取 し、封をした うえで持ち帰った。標高および植生ごとに、合計14サ ンプルを採取

した。採集後は低温化で保存 し、実験室に持ち帰った直後に石 ・根などを取 り除いた うえで、
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冷凍(-200C)保 管 した。土壌サンプルはDNA抽 出を行い、次世代シーケンサーによるメタ

ゲノム解析にそなえた。これにより土壌中の菌類(特 にきのこ類)の 多様性、種構成を明ら

かにする予定である。

きのこについては子実体および必要に応 じて基質を採集 し、紙袋およびビニール袋に入れ

て持ち帰 り、船内では冷蔵保管 した。実験室に持ち帰った直後に個体識別番号を付与 し、実

験室内で写真撮影を行った。また,子 実体の組織の一部を滅菌 した剃刀で切 り取 り、2.Oml

DMSOバ ッファー(Hosaka,2009)に て後のDNA実 験のために保管 した。以上の作業を終え

た子実体を、FoodDehydrator(Nesco,USA)を 用い45～52。Cで48日 寺問、温風にて乾燥 した。

乾燥を終えた子実体は,採 集情報(上 記の発生場所 ・環境に加え、採集 日、採集者など)を

記入 したラベルとともに、標本庫に保管 した。

標本は全て国立科学博物館植物研究部(TNS)の 菌類標本庫に収蔵 した。また、抽出DNA

とDNA組 織サンプルは国立科学博物館分子生物多様 性センターに保管した。標本データお

よびDNAデ ータについては順次公開され る予定である。

3.結 果 と考察

新規標本 として記録 された きの こ類 計12標 本(2門2綱4目9科11属ll種)は 以下の リ

ス トの通 りで ある。和名、学名 、分類 学的所属 に続 き、採集 地の詳細(標 高)、 採集者 、採集

日お よび標本番 号を示 した。また、各標本 について所見 を記 した。分類体 系お よび学名は、

基本的 にlndexFungorum(hmp://tW.indexfUngorum.org[NamesAYames.asp)に 従 った。

・イヌセ ンボ ンタケCoρn'nellusdtSseminαtus(Pers .)J.E.Lange[図IA]

担 子 菌 門ハ ラタケ綱ハ ラタケ 目ナ ヨタケ科 キララタケ属

南硫黄 島:標 高511m、 高 山浩司、2017/6/16[KH-JPNl7-195(TNS)]

所 見:世 界 中に分布す る小型 のきの こで、主 に木材基質上 に発生す る。おそ らく風 で胞子 を

分散す ることで、他地域か ら南硫黄島 に定着 した、 自然分布 す る種 であ ると思われ る。

・ケコガサタケ属未同定種Gαlerinαsp.[図IB]

担子菌門ハラタケ綱ハラタケ 目ヒメノガステル科ケコガサタケ属

南硫黄島:標 高905m、 高山浩司、2017/6/16[KH-JPNl7-196(TNS)]

所見:広 葉樹の枝から発生した。種名は未確定であるが、ケコガサタケ属には汎世界的に分

布する種が知 られてお り、本種も自然分布する種であると思われ る。

・トキイ ロヒラタケ ーPleuronsd7'amor(Rumph.exFr.)Boedijn[図lq

担 子 菌 門ハ ラタケ綱ハ ラタケ 目ヒラタケ科 ヒラタケ属

南硫黄 島:標 高61m、 高 山浩 司、2017/6/14[KH-JPNl7-197(mS)]

所 見:主 に暖温帯 か ら熱帯 にかけて広 く分布す る種 で、南硫 黄島に も自然分布す る種 である
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と思われる。本州などでは濃いピンク色を呈することが多いが、小笠原諸島や琉球列島では

白色個体が多い。小笠原諸島固有で 「絶滅種」とされるヘゴシロカタハPleurotwscyatheaeは

本種の異名であると示唆する研究成果がある(保 坂、未発表)。

・ハラタケ属未同定種Agaricussp .[図lD]

担子菌門ハラタケ綱ハラタケ 目ハラタケ科ハラタケ属

南硫黄島:標 高511m、 松本省二、2017/6/14[KH-JPNl7-198(TNS)]

所見:半 乾燥状態で採集 されたが、高さ10cmを 超える大型個体であった。ハラタケ属には

小笠原諸島固有とされる種も存在するが(保 坂2018)、 今回採集 された個体の種名について

は、現時点で判別できてお らず、引き続き検討する必要がある。

・オオシロカラカサタケChloroρhyllummolybdites(G .Mey)MasseeexP.Syd.[図IE]

担子菌門ハラタケ綱ハラタケ 目ハラタケ科オオシロカラカサタケ属

南硫黄島:標 高61m、 高山浩司、2017/6/14[KH-JPNl7-199(TNS)]

所見:半 乾燥状態で採集 されたが、それでも高さ10cm近 い大型個体であった。本種は亜熱

帯地域以南で採集されることが多い腐生菌であるが、最近は本州でもよく発生 し、温暖化の

影響や、人為的な移入の可能性が示唆 されている。父島では住宅地や公園などより人為的な

影響の強い場所か ら採集 されているため、他地域からの移入の可能性も指摘 されている(保

坂2018)が 、南硫黄島の個体が自生するものか、他地域からの移入の結果なのかは、現時点

では不明である。

・アラゲ キクラゲAuriculariapolytn'cha(Mont .)Sacc.[図IF,2A]

担 子 菌 門ハ ラタケ綱 キクラゲ 目キクラゲ科キ クラゲ属

南硫黄 島:標 高511m、 高 山浩司、2017/6/16[KH-JPNl7-200(TNS)];標 高179m、 高 山浩 司、

2017/6/15[KH-JPNl7-201(TNS)]

所 見:世 界 中の主に温帯域以南 か ら広 く知 られ る。琉球列 島か ら小笠原諸 島にかけて も広 く

報告 されてい る(根 田 ・服部 、1991)こ とか ら、南硫黄島の個体 も自然分布 であ ると思われ

る。

・マ メザヤ タケXylan'apolpmoηpha(Pers .)Grev.[図2B]

子 嚢 菌 門フンタマカ ビ綱 クロサイ ワイ タケ 目クロサイ ワイ タケ科マメザヤタケ属

南硫黄 島:標 高363m、 高 山浩司、2017/6/16[KH-JPNl7-202(TNS)]

所 見:熱 帯 ・亜熱帯地域か ら広 く報告 されてお り、南硫 黄島の個 体 も自然 分布 である と思わ

れ る。

・ウ チ ワ タ ケMicropoTusafinis(Bl㎜e&T .Nees)KuntZe[図2C]
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担子菌 門ハ ラタケ綱 タマチ ョレイ タケ 目タマチ ョレイ タケ科 ウチ ワタケ属

南硫黄 島:標 高300m、 松 本省二、2017/6/16[KH-JPNl7-203(TNS)]

所 見:こ れ までの調査 で南硫黄 島か ら報告 され ている数少 ないきの このひ とつであ る(Sato

etal.,2010)○

・スズメタケPanellwspwsillws(Pers .exL6v.)Burds.&O.K.Mill.[図2D]

担 子 菌 門ハ ラタケ綱ハ ラタケ 目クヌ ギタケ科 ワサ ビタケ属

南硫黄 島:標 高511m、 高 山浩司、2017/6/16[KH-JPNl7-204(TNS)]

所 見:亜 熱帯地域 を中心 に広 く分布す る種 で、小笠原 諸島や琉 球列 島か らも数 多 くの標本 が

採集 されてい る(根 田 ・服部、1991)。 南硫黄 島の個体 も自然分布 である と思われ る。

・スジウチ ワタケFavolwsgrammocephalws(Berk)㎞azeki[図2E]

担 子 菌 門ハ ラタケ綱 タマチ ョレイ タケ 目タマチ ョレイ タケ科 ファボル ス属

南硫黄 島:標 高518m、 高 山浩司、2017/6/16[KH-JPNl7-205(TNS)]

所 見:イ ヌ ビワ上に発 生 していた。熱帯 ・亜熱帯地域 に広 く分布す る種であ り、南硫 黄島の

個体 も 自然分布で あると思われ る。

・アイカワタケ属未同定種 加ε吻o堀∬p .[図2F]

担子菌門ハラタケ綱タマチ ョレイタケ 目ツガサルノコシカケ科アイカワタケ属

南硫黄島:標 高511m、 村 田悠介、2017/6/20[KH-JPNl7-206(TNS)]

所見:カ サの表面がオ レンジ色がか り、20cmを 超 える大型の子実体である、などの特徴か

らアイカワタケ属と同定 したが、分類学的所属については検討を進める必要がある。同属の

マスタケLaetiontscremelorusは 広葉樹枯木に発生 し、母島か らも報告されている(根 田 ・

服部、1991)こ とから、同種である可能性がある。おそらく自然分布す る個体であると思わ

れる。
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SUMMARY 

           Mushrooms collected from Minami-Iwo-To Island 

                         Kentaro HOSAKA1* 

 1. Department of Botany, National Museum of Nature and Science, Amakubo, Tsukuba, Ibaraki 305-

  0005, Japan. 
* khosaka@kahaku.go.jp (author for correspondence) 

    Several species of mushrooms (Ascomycota and Basidiomycota) collected and identified from 

Minami-Iwo-To Island, Japan in 2017 are reported with photographs and a list of specimens. A total of 

12 specimens (2 phyla, 2 classes, 4 orders, 9 families, 11 genera, and 11 species) were collected. All 

species were either saprophytes or wood decay fungi and most are considered native to the island. 

Key words 

Ascomycota, Basidiomycota, Distribution, Saprophyte, Wood decay.
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図1.南 硫 黄 島 で 採 集 され た き の こ 類(1)

A:イ ヌ セ ン ボ ン タ ケ(KH-JPNI7-195);B:ケ コ ガ サ タ ケ 属 未 同 定 種(KH-JPNI7-196);C:ト

キ イ ロ ヒ ラ タ ケ(KH-JPNl7-197);D:ハ ラ タ ケ 属 未 同 定 種(KH-JPNl7-198);E:オ オ シ ロ カ ラ

カ サ タ ケ(KH-JPNl7-199);F:ア ラ ゲ キ ク ラ ゲ(KH-JPNl7-200).Bars=lcm

Figure1.Mushroom-f()m血gfUngicollectedfヒomMinami-Iwo一TbIsland(1)

A:coρn'nellusdisseminatus(KH-JPNl7-195);B:Gαlerinαsp.(KH-JPNl7-196);c:Pleurotusdl'amor

a(H-JPNl7-197);D:.4gα πα∬sp.(KH-JPNl7-198);E:Chloroρhγllummo!ybdites(KH-JPNl7-199);

F:Auriculan'apolytn'cha(KH-JPNl7-200).Bars=lcm
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図2.南 硫 黄 島 で 採 集 され た き の こ 類(2)

A:ア ラ ゲ キ ク ラ ゲ(KH-JPNI7-201);B:マ メ ザ ヤ タ ケ(KH-JPNI7-202);C:ウ チ ワ タ ケ(KH-

JPNI7-203);D:ス ズ メ タ ケ(KH-JPNI7-204);E:ス ジ ウ チ ワ タ ケ(KH-JPNI7-205);F:ア イ カ

ワ タ ケ 未 同 定 種(KH-JPNI7-206).Bars=1cm

Figure2.Mushroom-fomiingfUngicollectedfromMinami-Iwo一TbIsland(2)

A:!望 副 α4Z副 αpの 師c勿(KH-JPNl7-201);B:Xylariapo!ymoη フha(KH-∫PNl7-202);C:Microρorus

cLfi7nis(KH-JPNl7-203);D:Panelluspusillus〈IKH-∫PNl7-204);E:Favolusgrammocephalus(KH-

∫PNl7-205);F:Laeniomgsp.(KH-JPNl7-206).Bars=lcm.
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